
令和８年度事業計画 

自 令和８年４月 １日 

至  令和９年３月 31 日 

 

基本方針 

人口減少と高齢化の進行により労働力人口が大幅に減少することが懸念される中、国

は、意欲ある高年齢者が年齢に関わりなく、生涯現役で働き続けることができる社会の

実現に向けた取り組みを進めており、定年退職後等の高年齢者に対して、その希望に応

じて、臨時的かつ短期的又は軽易な就業機会を確保・提供するシルバー人材センター事

業を推進しています。 

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律により、65 歳までの雇用が義務付けられ、

70 歳までの就業機会確保が努力義務とされる中、シルバー人材センターにとっては、

会員確保等の面でたいへん厳しい環境となっていますが、会員に働く機会を提供するこ

とにより、生きがいと生活の安定を与え、地域社会の活性化にも貢献するシルバー人材

センター事業の社会的役割は、ますます重要になっています。 

盛岡市シルバー人材センターは、このような状況の中、令和７年度にスタートした第

三次中期計画の目標達成に向け、会員の高齢化や就業ニーズの多様化などセンター事業

を取り巻く環境の変化に柔軟に対応しながら、シルバー人材センターの基本理念である

「自主・自立、共働・共助」に則り、引き続き、会員、役職員が一体となって、積極的

に事業を推進していく必要があります。 

以上のことから、令和８年度は次の事業を重点に取り組みます。



第１ 事業方針 
 
１ 会員数、受託件数及び契約金額等 

会員数及び契約金額は、センター事業運営の根幹をなすものであり、次のとおり

目標値を定め事業を推進します。 

会員数については、第三次中期計画に基づき、令和８年度の目標値を 830 人とし

ます。これまでの実績を踏まえながら、積極的な会員確保、特に女性会員の拡大に

取り組みます。 

また、受託件数及び契約金額の増加に向け、受注継続と新たな就業先の開拓に努

めてまいります。 

 

（１）包括的契約に係る事業（受託事業を含む。） 

区分 令和８年度目標 令和７年度目標 令和７年度実績 

会員数(人) 830 820 746 

受託件数(件) 4,250 4,200 3,782 

契約金額(千円) 218,000 216,000 212,528 

就業延人員(人日) 38,500 38,000 34,323 

 

（２）労働者派遣事業 

区分 令和８年度目標 令和７年度目標 令和７年度実績 

受託件数(件) 260 250 275 

契約金額(千円) 20,400 20,000 20,029 

就業延人員(人日) 3,900 3,800 3,639 

 

 

第２ 事業計画 

 

１ 雇用によらない就業機会の提供 
一般の職業紹介になじみにくい地域社会に密着した仕事を、発注者と会員との間

で業務委託契約が成立する包括的契約により会員に提供することで、高齢者に社会

参加と生きがいを与え、活力ある地域社会づくりに貢献します。 

 

２ 雇用による就業機会の提供 

地域の人手不足分野や現役世代を支える分野において高齢者の就業が求められ

る中で、労働者派遣事業及び職業紹介事業の実施事業所として、両事業の実施主体

である岩手県シルバー人材センター連合会（以下「県連合会」という。）と連携を

図り、次のとおり事業を実施します。 

 

 



(１) 労働者派遣事業 

高齢者の多様な雇用・就業機会を確保するため、派遣労働を希望し登録した会

員を対象に事業を実施します。 

ア 派遣元責任者講習への参加 

イ 県連合会が実施する派遣登録会員に対する教育訓練への参加 

ウ 派遣業務担当者研修への参加 

 

(２) 職業紹介事業 

包括的契約や労働者派遣になじまない業務について、一般高齢者及び会員を対

象に有料の職業紹介を行います。 

ア 職業紹介責任者講習への参加 

イ 職業紹介事業研修会への参加 

 

３ 就業に必要な知識及び技能を付与するための講習 

 

（１）講習事業 

会員のスキルアップを図るため、就業に必要な知識及び技能等に関する講習会や、

自らの安全確保のために必要な知識を習得するための講習会を実施します。 

ア 就業安全講習会(交通安全及び救急救命法) 

イ 技能講習会 

ウ スマートフォン教室 

エ 派遣登録会員に対する教育訓練 

 

（２）県連合会が行う講習等事業 

仕事に必要な知識や技能を習得し就業につながるよう、会員に対し、県連合会

が実施する講習会や各種の講座等への参加を呼び掛けます。 

 

 

第３ 事業推進のための活動 
 

高齢者の生きがいの充実及び福祉の向上を図り、活力ある地域社会づくりに寄与

するとともに、社会参加活動を推進するため、次のとおり諸活動を実施します。 

 

（１）普及啓発事業 

シルバー事業への理解を深め、地域に密着した事業を効果的かつ効率的に推進

するため、次の普及啓発活動を実施します。 

ア 地域班による社会奉仕活動（普及啓発促進月間を中心に） 

イ ホームページ、マス・メディアを活用した普及啓発、情報提供 

ウ 「広報もりおか」、「盛岡市ホームページ」への掲載依頼によるＰＲ 

エ 会報「シルバーもりおか」による普及啓発（２回） 



オ 会員による口コミの勧誘やリーフレットの配布活動 

カ 県連合会と連携した広報活動の推進 

キ 役員等による街頭での会員募集活動 

ク 老人福祉センター、地区活動センター等公共施設へのリーフレット設置 

ケ 「おばあちゃんの手づくり教室」等の開催 

 

（２）安全・適正就業の推進 

「安全はすべてに優先する 安全なくして就業なし」を重点目標に、会員が自

らの健康維持と安全の確保を図り、提供された仕事を安全かつ適正に遂行できる

よう、安全意識の高揚と啓発活動に努めます。 

特に、機械除草や剪定作業中の事故が多いことから、事前点検の徹底等事故防

止のための指導を行うとともに、他センターにおける実施事例等の調査・研究を

行い対応策の検討を進めます。 

また、「盛岡市シルバー人材センター適正就業基準」に基づき、就業期間、就

業日数等において適正な就業を推進するとともに、未就業会員の解消に努めます。 

ア 安全・適正就業推進計画の作成 

イ 安全・適正就業委員会の開催及び定期的な就業現場パトロール 

ウ 安全・適正就業強化月間における活動 

エ 県連合会主催の｢安全・適正就業推進研修会」への参加 

オ 就業安全講習会の開催（｢交通安全｣、｢救急救命法｣等） 

カ 会報｢シルバーもりおか｣による安全就業と健康管理に関する意識啓発 

 

（３）調査研究 

センターが、高齢者の就業分野を支える役割を十分に果たすことができるよう、

各部会において、事業の実施、会員拡大及び就業機会の拡大のための種々の調

査・研究等を行います。 

ア 広報総務部会の開催（会報の発行、各種事業の調査等） 

イ 組織部会の開催（会員拡大、退会抑止策の検討、未就業対策・技能養成等） 

ウ 事業部会の開催（就業開拓・拡大、安全衛生等） 

 

（４）就業分野の開拓・拡大 

役員等による企業訪問、会員によるリーフレット配布等を通じて、地域におけ

る多様化するニーズを的確に把握し、より多くの就業機会の確保・提供に努めま

す。 

ア 役員等による事業所及び官公庁等への訪問 

イ 会員、地域班によるリーフレット等の配布・ＰＲ活動 

ウ 「空き家」等の維持管理を支援する取り組みの拡大・強化 

エ 「介護予防・日常生活支援総合事業」等による生活支援の取り組み 

 



（５）高齢者活用・現役世代雇用サポート事業 

サービス業等の人手不足分野や介護、育児等の現役世代を支える分野での就業

機会の開拓・マッチング等を推進するため実施している事業です。 

センターの就業形態を問わず事業対象となることから、引き続きコーディネー

ターを配置するなどして、地域ニーズの把握と就業開拓を行い、会員の就業に結

び付くよう取り組みます。 

 

（６）相談・情報提供 

入会説明会を定期的に開催し、センター事業の趣旨・目的をわかりやすく説明、

参加者の入会に繋げます。特に、女性会員の拡大のため女性限定の入会説明会を

開催し組織拡大に努めます。 

また、ハローワークや県連合会と連携しながら、高年齢者を対象とする就業又

は雇用等に係る相談及び情報提供に努めます。 

ア 入会説明会の定期的な開催 

イ 女性限定入会説明会の開催 

ウ 就業相談の実施 

エ 企業等向け説明会への参加 

 

（７）社会参加活動の推進 

会員の生きがいの充実と福祉の増進を図り、自主的活動に対する意識や共助の

精神で共働するという意識を高めることを目的として、ボランティア活動等への

参加を促し活動の機会を提供します。 

ア 地域班による社会奉仕活動の実施（公共施設等） 

イ マス・メディアを活用した普及啓発、イベント等へのボランティア参加 

 

（８）地域班の活性化と職群班の増強 

地域班会議の開催を奨励するとともに、地域におけるボランティア活動等の自

主的な実施を促し、地域班活動の活性化を図ります。地域班会議には担当役員及

び事務局が参加し、意見交換や意識共有を図ります。 

また、受注の多い職群班については、市広報等による会員募集や口コミによる

勧誘を行いながら、会員の育成・増強を図ります。 

 

（９）ワークプラザの設置 

ワークプラザの設置は、会員相互の技術継承や技能開発を進め、かつ受注能力

を高めるため有効であることから、利用可能な施設等がないか調査し、必要に応

じて関係機関と協議を行います。 

 

 

 

 



（10）会議等の開催 

区分 会議等の名称 回数 開催時期 

１ 

定 

款 

（1) 定時総会 １ 回  ６月 

（2) 理 事 会 ４ 回 
 ５月、９月、12月、

３月 

（3) 監査(法人法第99条第１項) 

・理事の職務の執行を監査 
１ 回 定期監査 ５月 

 
 

２ 

そ 

の 

他 

（1) 理事会専門部会 

   （広報総務、組織、事業の３部会） 
随 時 

 

（2) 安全・適正就業委員会 ２ 回  

（3)  会報編集委員会 随 時  

（4)  地域班長会議 １ 回  

（5)  就業安全講習会 １ 回  

（6)  地域班会議 随 時  

 


